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我々は， 開発過程を記述するための関数型言語 PD 
L (Process Description Language)を設計し PD L 
の処理系(P D Lシステム〉を試作している(4l 本
檎では PD Lの背霊堂， 及び PD Lシステムの構成の
概要を主主ベる.
Z. 1}再発過程記述言語







我々は関数裂言語 PD Lを設計し， そのインタプリ
タを路発した PD L ，ま代数約仕様記述言語 A S L / 
F (1) 安芸事礎とした言語である PD Lは様々な f由象
化レベルによる記述が可能であり， 開発過程を段階的
に詳細化することができるは}
2.2 B Pモデルとそれに基づく 7 クロ 2言語 SP D L 
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我々は BPモデルに沿った PD L による記述作成を
容易にするため， 言語 SP D L (Structured Process 
Description Language)を設計した. 'S P D Lは PD 





関 2に PD Lシスチム全体の檎成を示す. 開発過程
を記述し， その支援システムを作成するには， まず専
用の図式エディタまたは通常のテキストエディタを fl
いて SP D Lで記述する この記述をトランスレータ
によって PD Lによる記述に変換し PD Lインタプ
リタで実行する. 以下 PD L '"ステムの構成要素に
ついて説明する. 
• !B¥. -1 SPDL図式エディタil 
システム管理者
阪 Z P D Lシステム全体図
3.2SPDLエチーィタ
S P D Lエディタは BPモデルの各プロセスを箱や
矢印害事を用いて定議し， 対応する SP D Lの記述を出
力する図式エディタである〈図 3参照). 
3.3 SPDL-PDL トランスレータ





3.4 PDLインタプリタ 5. おわりに
P D Lインタプリタは PD Lで記述された開発過程 ソフトウェ 7~再発過程の記述とその記述 lこ基づくソ
を解釈， 実行する. そのために， ツール起軍事関数やウ フトウェア開発を支援するための PD Lシステムにつ
インドウ関数，銭列演算子などをまEみ込み関数として いて述べた.現在， プロトタイプシステムが UN 1 X 
S蓄えている. また?ク口定義， スクリプト読み込み 4.3BSDの X ウインドウシステム上で稼働してい
機能， デバッグ機能など様々な機昔話を備えている. る. また， プロセスの管理に加えてプロダクト管理機
特 iこデパッグ機能については， 未定義関数検出持の 総の組み込みについて研究を行っている.
実行継続や，視覚約インターフェースによるトレース，
プレーヲポイントの設定などが可能であり，開発過程 参考文献
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st4tUS( ‘'0抑 n{"-TProg出血ingEXB.即les-fn cour.鳴b_14-ge阻拭可 80x24+100+l00".S 
<>0 >> wopen_orrorj) 







child na.w-proj回 t，m.k_directory，固にfiles，dir_error; 
()[ new-project，聞にdirecto吋，叶t_fil回 J() 
endproc 
proc回 sC-p四c{ Spee -> Sou:rce. Exec， Doc四ent)開
child view_doc，construct; 
。[view_doc @ CORstruct 1 ()
endproc 
図 4a S P D Lによるプロセス記述
IISPDL: Process m4in begin 
ml'tin(S)田 prec_m4in(5);
prec_cdn(町田臼(status(sys悶 d(O，S))=・1)乞h.n閥抗(S)。lseif (status(同 rm_t同 1(lIxterm"，5))=-1)出開叫抗(8)
e1Sfl if (s乞atus(
lIopen("司町時四国ingExamp1回 -fncour_b_14 -ge四回可 80x241ト100+100"，5 
<>0 ) then wopen_error(S) 
e1Sfl posc_main(body.叩.cain(S));
bodr-main(町田担抗(echo("Cpro8r~-const~~~tion kit"， 5)); 
pOsc_m山市)= if (status(wclose(S))<>O ) th岨 wci~;e_error(S)
e1se next_lIaむ¥(5);
nex乞司init(5):= C-proc(S) j 
nex乞_C-proc(S)= 5; 
//SPDL: Process固Ilinend 
//SPDL: Proc・$Sinit begin 




図 4 b P D Lによるプロセス記述
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